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３．研究内容及び成果： 
３－１． 研究課題全体の研究内容及び成果 

このチームは、NTT、電通大、東大、熊本大からなる体制で、中性原子のノーマル状態やBEC状態を

使った多彩な研究を展開した。研究代表者は原子分光の分野で優れた業績を上げてきたベテランであった

が、各グループの自立性を尊重しながら、同時に人材育成にも深い配慮をして来た。研究代表者自身が最

も困難で挑戦的なテーマに取り組んだ事実は見逃せない。チームの成果の中でも、NTTグループと電通大

グループの研究成果は特に優れたものであった。 
 
３－２． NTTグループ（清水富士夫）の研究内容 

このグループは、少人数ながら超伝導永久電流を用いて中性原子を閉じ込めるアトムチップの開発を目

指し、見事にこれに成功した。雑音の小さな超伝導永久電流で閉じ込められた冷却原子は、量子情報処理

におけるバッファメモリ素子、高感度磁気センサーなどへの応用が今後期待される技術である。一方、超伝

導アトムチップにおけるBECの達成に関しては、ENSのHarocheのグループが昨年これに成功し、このテ

ーマでの研究は今後、競争の激化が予想される。 
 
３－３． 熊本大グループ（光永正治）の研究内容 

このグループは、量子メモリ素子の開発を目指して、Naの原子気体を用いた非線形光学実験の精度の

向上とより深い現象の理解に努めた。特に、電磁誘導透過現象の様々な制御技術の開発と量子相関の解

明に貢献した。 
 
３－４． 東大グループ（久我隆弘）の研究内容 

このグループは、中性原子のBEC凝縮体と光双極子ポテンシャルを用いて様々な量子回路素子を実

現することを目指した。特に、光ファイバー端面を加工した微小共振器やSiフォトニック結晶を用いた原子

のCavity QEDシステムの開発に熱心に取り組んだ。また、原子BEC凝縮体への情報の書き込み、読み

出し技術の開発に取り組んだ。 



 
３－５． 電通大グループ（中川賢一）の研究内容 

このグループの成果の内最も重要なものの一つは、原子チップ上でのBECの高速生成というユニーク

な技術を確立したことである。また、中性原子BEC凝縮体を用いた原子干渉計の開発、特に位相安定化

技術においても優れた成果を上げた。 
 
４．事後評価結果 
４－１．外部発表(論文、口頭発表等) 

このチームからの発表論文数は２件（国内）、２７件（国際）、招待講演数は５件（国内）、７件（国際）、特

許出願数は７件であった。 
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  文献３は超伝導永久電流を用いて冷却原子を固体回路上に閉じ込めることに成功したものである。文

献５は、原子BECを用いた干渉計のデコヒーレンス過程の抑圧法の提案と実証実験を示したものである。

文献６は原子BECへの情報のコヒーレントな書き込みに関するものである。 
 
４－２．成果の戦略目標・科学技術への貢献 

このチームの研究テーマは、量子情報処理の分野で最も将来が有望視されている領域の一つである。

特にアトムチップの技術は、それ自体の応用もさることながら、固体量子情報処理系のバッファメモリとし

て固体-原子ハイブリッドシステムの開発の中核となる技術と考えられる。NTTや電通大の研究が今後こ

の方向へ発展していくことが楽しみである。東大グループが取り組んだトラップ原子のCavity QEDシス

テムは、難しい技術であるが、成功した際のインパクトは大きいテーマである。 



今後の発展に期待したい。 
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